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概要 
 平成 27年度及び平成 28年度の薬剤師国家試験対策支援の取り組みを振り返り、薬剤師国家試験の合格率を上昇させ
るためには、個々の学生が、薬剤師国家試験に合格できる学力を養うための各種講習会を欠席せず、授業に集中して出
席できるスケジュールの配慮が必要と考えられた。また、講習会のみならず、日々の授業においても、薬剤師国家試験
に関連する科目について十分な学力をつけることが必要と考えられ、入学後の学生が早い時期から学習に励み、成績を
伸ばす効果的な取り組みを実施することが、薬剤師国家試験の合格率上昇につながるものと推察された。 
 
はじめに 
 近年、本学薬学部、新卒学生の薬剤師国家試験合格率は 60％台を推移しており、全国私立平均
（平成 27年度：71.65％、平成 28年度：85.72％）を下回っていることは大変に残念なことである
1、2）。このことは、窮極的に薬剤師養成課程を擁する教育機関としての存続も危惧される。そこで、
一人でも多くの学生が薬剤師国家試験に合格できるよう、より効果的な薬剤師国家試験対策支援を行
うためには、どのような取り組みを実施すればよいのか。その一助とするために、これまで、薬学部
国家試験対策支援委員会が中心となって行ってきた取り組みを振り返ることとした。 
 薬剤師養成課程の修業年限が６年となり、この期間内に、学生は基礎科目、専門科目、学内及び学
外実習、卒業研究等、数多くの科目を履修しなければならず、日々、多忙な学生生活を送っている。
また、修業年限が６年となったことにより、薬剤師国家試験の出題基準が大きく変わり、低学年で学
ぶ基礎科目も出題されるようになった３）。このことを考慮すると、薬剤師国家試験対策は低学年から
始まっているとも考えることができる。薬剤師国家試験を受験するため、学生は６年間で学んだ数多
くの科目を見直し修得する必要がある。これらを支援するために、薬学部では、薬学協力会の援助の
もと、講習会や模擬試験を実施している４、５）。 
そこで、今回、薬剤師国家試験対策講習会への出席率を薬学部で運用されている出席管理システム
を用いて調査し、模擬試験の成績の伸び率、国家試験終了後の出口調査の成績との関連性について調
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べた。加えて、入試形態と国家試験終了後の出口調査の成績との関連性についても調べた。 
１．薬剤師国家試験対策支援のスケジュール 
 図１に平成 27年度の薬剤師国家試験対策支援のスケジュールを示す。卒業研究発表会及び卒業論文
提出後、６月中旬より９月中旬まで薬学総合演習Ⅳを実施した。８月下旬に第１回模擬試験を実施し
た。9月末に薬学総合演習Ⅳの単位認定本試験を実施した。10月初旬に第２回模擬試験を実施、10月
初旬から下旬まで秋期講習会を実施した。11月初旬の 6日間、基礎科目を中心とした基礎特訓講座を
実施した。11月中旬より 12月下旬まで実力養成講習会を実施した。11月末に薬学総合演習Ⅳの単位
認定追再試験を実施した。 
図２に平成 28年度の薬剤師国家試験対策支援のスケジュールを示す。卒業研究発表会及び卒業論文
提出後、６月中旬より９月末まで薬学総合演習Ⅳを実施した。８月中旬に第１回模擬試験を実施した。
10 月初旬に第２回模擬試験を実施、10 月初旬から下旬まで秋期講習会を実施した。10 月末に薬学総
合演習Ⅳの単位認定本試験を実施した。11月初旬の 6日間、基礎科目を中心とした基礎特訓講座を実
施した。11月中旬より 12月下旬まで実力養成講習会を実施した。12月初旬に第 3回模擬試験、12月
下旬に薬学総合演習Ⅳの単位認定追再試験を実施した。1月初旬に第 4回模擬試験、2月初旬に第 5回
模擬試験を実施した。 
2．薬剤師国家試験対策支援の取り組みについて 
2.1 授業及び講習会について 
薬学総合演習Ⅳ：５年次までに学んだ各教科の基礎から応用までの総復習、６月中旬から、夏期
休暇を除いた 9月末までの約 70日間実施した。 
秋期講習会：各教科の基礎力を身に付けることを目標とした外部講師による講習会、10月中に約
14日間実施した。 
実力養成講習会：各科目の応用力を身に付けることを目標とした講習会、11月中旬から、12月の
冬期休業前までの約 25日間実施した。 
直前講習会：薬剤師国家試験に関連する各科目の問題演習を中心とした講習会、1 月の授業再開
から、2月初旬までの約 17日間実施した。 
2.2 模擬試験について 
第 1回模擬試験：主として薬学総合演習Ⅳの学習到達度を評価するため、8月中旬に実施した。 
第 2～5 回模擬試験：個々の学生の学習到達度を評価するために、10 月初旬、12 月初旬、1 月初
旬、2月初旬に実施した。 
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H2７　国試対策スケジュール
備考 備考 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
1 月 1 水 1 土 1 火 1 木 1 日 1 火 1 金 1 月 1 火
2 火 物演 2 木 2 日 2 水 2 金 2 月 2 水 2 土 2 火 2 水
3 水 3 金 3 月 3 木 3 土 3 火 3 木 3 日 3 水 3 木
4 木 4 土 新薬社コ 社コ 4 火 4 金 4 日 4 水 基礎特訓講座 4 金 4 月 4 木 4 金
5 金 5 日 5 水 5 土 5 月 5 木 １～４ 5 土 模試振返りゼミ 5 火 5 金 模試振返りゼミ 5 土
6 土 6 月 6 木 化補 ガイダンス 6 日 6 火 6 金 6 日 6 水 6 土 直前講習１３ 6 日
7 日 7 火 7 金 7 月 7 水 模試振返りゼミ 7 土 7 月 実力養成講習会 7 木 OSCE2 7 日 7 月
8 月 ガイダンス 8 水 8 土 8 火 8 木 8 日 8 火 １４～１８ 8 金 8 月 直前講習１４ 8 火
9 火 物演 9 木 9 日 9 水 9 金 ガイダンス 9 月 基礎特訓講座 9 水 9 土 OSCE1 9 火 直前講習１５ 9 水
10 水 10 金 10 月 10 木 10 土 10 火 ５～６ 10 木 10 日 10 水 直前講習１６ 10 木
11 木 11 土 新薬社コ 社コ 11 火 11 金 11 日 11 水 11 金 11 月 11 木 11 金
12 金 12 日 12 水 12 土 12 月 秋期講習 月授業 12 木 実力養成講習会 12 土 12 火 模試振返りゼミ 12 金 直前講習１７ 12 土
13 土 新薬社コ 社コ 13 月 13 木 13 日 13 火 （薬理、 13 金 １～２ 13 日 13 水 直前講習１ 13 土 ガイダンス 13 日
14 日 14 火 14 金 14 月 14 水 病態治療 14 土 14 月 実力養成講習会 14 木 直前講習２ 14 日 14 月
15 月 15 水 15 土 15 火 15 木 衛生、薬剤） 15 日 15 火 １９～２３ 15 金 15 月 15 火
16 火 16 木 16 日 16 水 16 金 16 月 実力養成講習会 16 水 16 土 16 火 16 水
17 水 17 金 17 月 17 木 17 土 17 火 ３～７ 17 木 17 日 17 水 17 木
18 木 18 土 新薬社コ 化補 18 火 18 金 18 日 18 水 18 金 18 月 直前講習３ 18 木 18 金
19 金 19 日 19 水 19 土 授業開始 19 月 秋期講習 19 木 19 土 19 火 直前講習４ 19 金 19 土
20 土 新薬社コ 社コ 20 月 月授業 20 木 20 日 20 火 （薬理、 20 金 20 日 20 水 直前講習５ 20 土 20 日
21 日 21 火 21 金 21 月 21 水 病態治療 21 土 21 月 実力養成講習会 21 木 直前講習６ 21 日 21 月
22 月 22 水 22 土 22 火 22 木 衛生、薬剤） 22 日 22 火 ２４～２５ 22 金 ガイダンス 22 月 22 火
23 火 23 木 23 日 23 水 23 金 23 月 実力養成講習会 月授業 23 水 23 土 23 火 23 水
24 水 24 金 24 月 24 木 24 土 24 火 ８～１２ 24 木 ２６　　ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ 月授業 24 日 24 水 24 木
25 木 25 土 新薬社コ 化補 25 火 25 金 25 日 25 水 25 金 25 月 直前講習７ 25 木 25 金
26 金 26 日 26 水 26 土 26 月 秋期講習 26 木 26 土 26 火 直前講習８ 26 金 26 土
27 土 新薬社コ 社コ 27 月 27 木 27 日 27 火 （薬理、 27 金 27 日 27 水 直前講習９ 27 土 27 日
28 日 28 火 28 金 28 月 28 水 病態治療 28 土 単位認定再試験 28 月 28 木 直前講習１０ 28 日 28 月
29 月 29 水 29 土 29 火 29 木 衛生、薬剤） 29 日 29 火 29 金 直前講習１１ 29 月 29 火
30 火 30 木 30 日 30 水 30 金 30 月 実力養成講習会 30 水 30 土 直前講習１２ 30 水
31 金 31 月 31 土 高麗祭 31 木 31 日 31 木
図１　平成２７年度　国家試験対策支援スケジュール
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7/18、25 Ⅳ時限目に化学の補講を実施
10月
卒業研究発表会
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H28　国試対策スケジュール
備考 備考 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考 対策内容 備考
Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
1 水 1 金 1 月 社コ 1 木 1 土法規・制度・倫理② 1 火 2～3 1 木 13 1 日 1 水 1 水
2 木 2 土 新薬社コ 社コ 2 火 2 金 2 日 2 水 2 金 2 月 2 木 2 木
3 金 3 日 3 水 3 土 3 月 3 木 3 土 3 火 3 金 直前講習１３ 3 金
4 土 4 月 4 木 4 日 4 火 4 金 4 日 4 水 4 土 4 土
5 日 5 火 5 金 5 月 5 水 模試予備日 5 土 5 月 5 木 5 日 5 日
6 月 6 水 6 土 6 火 6 木 6 日 6 火 6 金 6 月 直前講習１４ 6 月
7 火 7 木 7 日 7 水 7 金 秋期講習 7 月 高麗祭片付け 7 水 実力養成講習会 7 土 OSCE1 7 火 直前講習１５ 7 火
8 水 8 金 8 月 8 木 8 土 8 火 ４～６ 8 木 １４～１６ 8 日 8 水 直前講習１６ 8 水
9 木 9 土 新薬社コ 社コ 9 火 9 金 9 日 9 水 9 金 9 月 9 木 直前講習１７ 9 木
10 金 10 日 10 水 10 土 10 月 10 木 10 土 10 火 10 金 ガイダンス 10 金
11 土 新薬社コ 社コ 11 月 11 木 11 日 11 火 11 金 11 日 11 水 11 土 11 土
12 日 12 火 12 金 12 月 12 水 12 土 12 月 実力養成講習会 12 木 12 日 12 日
13 月 13 水 13 土 13 火 13 木 13 日 13 火 １７～２１ 13 金 13 月 13 月
14 火 14 木 14 日 14 水 14 金 14 月 実力養成講習会 14 水 14 土 14 火 14 火
15 水 15 金 15 月 15 木 秋期入学式 15 土 15 火 １～５ 15 木 15 日 15 水 15 水
16 木 16 土 新薬社コ 社コ 16 火 16 金 16 日 16 水 16 金 16 月 直前講習１ 16 木 16 木
17 金 17 日 17 水 17 土 17 月 秋期講習 17 木 17 土 17 火 直前講習２ 17 金 17 金
18 土 新薬社コ 社コ 18 月 化補 化補 化補 化補 月授業 18 木 18 日 18 火 18 金 18 日 18 水 直前講習３ 18 土 18 土
19 日 19 火 19 金 19 月 19 水 19 土 19 月 19 木 直前講習４ 19 日 19 日
20 月 20 水 20 土 20 火 20 木 20 日 20 火 総合演習Ⅳ　再試 20 金 直前講習５ 20 月 20 月
21 火 21 木 21 日 21 水 21 金 21 月 実力養成講習会 21 水 ２２～２３ 21 土 21 火 21 火
22 水 22 金 22 月 22 木 22 土 22 火 ６～７ 22 木 22 日 22 水 22 水
23 木 23 土 新薬社コ 社コ 23 火 23 金 23 日 23 水 23 金 23 月 直前講習６ 23 木 23 木
24 金 24 日 24 水 24 土 24 月 秋期講習 24 木 実力養成講習会 24 土 24 OSCE2 24 火 直前講習７ 24 金 24 金
25 土 新薬社コ 社コ 25 月 25 木 25 日 25 火 25 金 ８～９ 25 日 25 水 直前講習８ 25 土 国家試験 25 土
26 日 26 火 26 金 26 月 26 水 26 土 26 月 ２５　ガイダンス 26 木 直前講習９ 26 日 国家試験 26 日
27 月 27 水 27 土 27 火 27 木 27 日 27 火 27 金 直前講習１０ 27 月 27 月
28 火 28 木 28 日 28 水 28 金 28 月 実力養成講習会 28 水 28 土 28 火 28 火
29 水 29 金 29 月 29 木 29 土 総合演習Ⅳ　本試 29 火 １０～１２ 29 木 29 日 29 水
30 木 30 土 30 火 秋期卒業式 30 金 30 日 30 水 30 金 30 月 直前講習１１ 30 木
31 日 31 水 31 月 基礎特訓講座 31 土 31 火 直前講習１２ 31 金
　　7月１４（木）Ⅲ、Ⅳ時限目→１０－５０２、７月１８日（月）終日→化学補講
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3．調査の手法 
3.1 講習会への出席率の調査 
各学生の各種講習会への出席率は、本学薬学部で運用されている磁気カード式学生証を利用した
出席管理システムを用いて調査した６）。 
 
3.2 出口調査 
  薬剤師国家試験終了後、学生が自分自身の国家試験問題冊子に記入した答案をマークシートに転
記し、回収したマークシートを SSくん Super for Windows（Ver. 4.5.5 株式会社 教育ソフト
ウエア）を用いて、薬剤師国家試験対策支援委員会で採点後、その成績をもとに解析を行った。な
お、出口調査から予測される合格率（％）については、薬剤師国家試験合格基準に基づき、得点率
65％以上を合格とみなし解析を行った７）。 
 
3.3 模擬試験の成績の伸び率について 
  模擬試験の成績の伸び率については、薬剤師国家試験対策支援委員会の資料をもとに、薬剤師国
家試験直前の 2月に実施した模擬試験の成績と各々の模擬試験との得点率の差（％）を指標とした。 
 
3.4 入試形態調査 
  薬学部事務室の資料をもとに、各学生の入試形態を調査した。 
 
3.5 関連性の調査 
 各種講習会への出席率と国家試験終了後の出口調査の成績との関連性及び模擬試験の成績の伸び
率と国家試験終了後の出口調査の成績との関連性は、スピアマンの順位相関係数の検定により、入
試形態と国家試験終了後の出口調査の成績との関連性については、クラスカル＝ウォリス検定によ
り解析した。解析ソフトは、エクセル統計（株式会社 社会情報サービス）を用いた。 
 
4．結果・考察 
4.1 薬剤師国家試験対策講習会への出席率と国家試験終了後の出口調査の成績との関連性 
 表 1に平成 27年度及び平成 28年度の薬剤師国家試験対策講習会への出席率と国家試験終了後の
出口調査の成績との相関係数を示す。なお、解析は各学生の薬剤師国家試験対策講習会への出席率
（％）と出口調査の点数（点）を指標として行った。 
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表 1 薬剤師国家試験対策講習会への出席率と国家試験終了後の出口調査の成績との相関係数 
 平成 27年度 平成 28年度 
秋期講習会 ‐0.0416 0.1273 
実力養成講習会 0.0518  0.2387＊＊ 
直前講習会 0.1561＊  0.2591＊＊ 
＊P＜0.05、＊＊P＜0.01 
 
薬学総合演習Ⅳは卒業に必要な最終単位認定科目であり、平成 27年度は、追再試験を秋期講習会
が終了後、実力養成講習会の期間中に実施したため、単位を認定されなかった学生の講習会への欠
席が出席率の低下につながり、これらの講習会への出席率と国家試験終了後の出口調査の成績との
相関性が低かった原因と予想された。平成 28年度は、追再試験を実力養成講習会の後半に実施した
ことが、実力養成講習会への出席率と国家試験終了後の出口調査の成績との相関性が認められた原
因と予想された。平成 27年度及び平成 28年度ともに、直前講習会への出席率と国家試験終了後の
出口調査の成績との相関性が認められたのは、直前講習会実施時点で卒業に必要な単位を満たし、
薬剤師国家試験へ対応可能な実力をつけた学生の出席率が高かったためと予想された。このように
卒業に係る科目の単位認定試験については、個々の学生が、薬剤師国家試験に合格できる学力を養
うための各種講習会を欠席せず、授業に集中して出席できるスケジュールの配慮が必要と考えられ
た。 
 
4.2 模擬試験の成績の伸び率と国家試験終了後の出口調査の成績との関連性 
 表 2 に平成 27 年度及び平成 28 年度の模擬試験の成績の伸び率と国家試験終了後の出口調査の成
績との相関係数を示す。なお、解析は模擬試験の成績の伸び率、すなわち、薬剤師国家試験直前の
2月に実施した模擬試験の成績と各々の模擬試験との得点率の差（％）と出口調査の点数（点）を
指標として行った。 
 
表 2 模擬試験の成績の伸び率と国家試験終了後の出口調査の成績との相関係数 
 平成 27年度 平成 28年度 
8月との得点率の差   0.2546＊＊  0.1612＊ 
10月との得点率の差   0.4621＊＊   0.3011＊＊ 
12月との得点率の差   0.2820＊＊ 0.0279 
1月との得点率の差 ‐0.2029＊＊ 0.0976 
＊P＜0.05、＊＊P＜0.01 
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 平成 27年度及び平成 28年度ともに、2月に実施した模擬試験と 10月に実施した模擬試験との得
点率の差と出口調査の成績との相関性が高い傾向を示した。このことは、早い時期から薬剤師国家
試験に対する準備を始め模擬試験の成績を伸ばすことで、出口調査の成績も良く、薬剤師国家試験
の合格につながるものと予想された。また、2月に実施した模擬試験と 10月に実施した模擬試験と
の得点率の差よりも、8月に実施した模擬試験の得点率の差が、出口調査の成績との相関性が低い
傾向を示した。この原因は明らかではないが、8 月に実施した模擬試験は 100％のオリジナル問題
ではなく、30％薬剤師国家試験の過去問題を含んでいることから、10月に実施した模擬試験よりも
得点率が高いことが影響していると予想された。これらの結果から、薬剤師国家試験の合格率を上
げるためには、個々の学生が、今回、取り上げた薬剤師国家試験に特化した講習会のみならず、日々、
学んでいる薬剤師国家試験に関連する授業においても、低学年の早い時期から薬剤師国家試験に対
する準備を始め、十分な実力をつけることが必要と考えられた。 
 
4.3 模擬試験の成績の伸び率と薬剤師国家試験対策講習会への出席率との関連性 
 模擬試験の成績の伸び率として、国家試験終了後の出口調査の成績との関連性が高かった 2 月に
実施した模擬試験と 10 月に実施した模擬試験との得点率の差と薬剤師国家試験対策講習会への出
席率との相関係数を表 3に示す。 
 
表 3 10月との得点率の差と薬剤師国家試験対策講習会への出席率との相関係数 
 平成 27年度 平成 28年度 
秋期講習会 0.0729 0.3044＊＊ 
  実力養成講習会 0.1136 0.2371＊＊ 
直前講習会    0.2383＊＊ 0.3005＊＊ 
＊P＜0.05、＊＊P＜0.01 
 
4.1 で示したように、薬剤師国家試験対策講習会への出席率と国家試験終了後の出口調査の成績
との関連性の考察から、平成 27 年度では、卒業に必要な最終単位認定科目の追再試験の実施時期
が、秋期講習会及び実力養成講習会への出席率に影響しており、2月に実施した模擬試験と 10月に
実施した模擬試験との得点率との差、すなわち、模擬試験の成績の伸び率と薬剤師国家試験対策講
習会への出席率との相関性にも影響したと思われた。平成 28年度では、全ての薬剤師国家試験対策
講習会において、出席率と模擬試験の成績の伸び率との相関性が認められた。このことは、満遍な
く薬剤師国家試験対策講習会に出席することが、模擬試験の成績の伸びにつながり、4.2 で示した
ように模擬試験の成績の伸び率と国家試験終了後の出口調査の成績に相関性が認められることから、
薬剤師国家試験合格につながると予想された。 
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4.4 入試形態と国家試験終了後の出口調査の成績との関連性 
 入試形態と国家試験終了後、個々の学生の出口調査の成績に関して、クラスカル＝ウォリス検定
により、Steel-Dwassによる多重比較を行ったところ、いずれの入試形態間においても出口調査の
成績に関して有意な差は認められなかった。表 4に平成 27年度及び平成 28年度の入試形態別人数
と出口調査から予測された合格率を示す。 
表 4 入試形態別人数と出口調査から予測された合格率 
平成 27年度 平成 28年度 
人数（人） 合格率（％） 人数（人） 合格率（％） 
一般 78 70.5 64 64.1 
センター試験 38 76.3 34 70.6 
公募 9 66.7 8 62.5 
指定校 57 56.1 43 62.8 
附属 8 25.0 9 88.9 
AO ‐ ‐ 15 77.3 
薬剤師国家試験の出題基準が大きく変わり、物理、化学、生物などの基礎科目も出題されるように
なった。これらの科目について、個々の学生が、各科目の基礎部分を高校時代に十分に理解していれ
ば、本学での応用部分の授業においての理解が容易となり、出口調査の成績も良く、合格率も高くな
ると予想されたが、いずれの入試形態間においても、出口調査の成績に関して有意な差は認められな
かった。4.2で示したように、早い時期から薬剤師国家試験に対する準備を開始し、模擬試験の成績を
伸ばすことが、出口調査の成績が良く薬剤師国家試験の合格に関連しており、入学後の学生の成績を
伸ばすことが、薬剤師国家試験の合格率上昇につながるものと推察された。 
5．まとめ 
薬剤師国家試験対策支援の取り組みに関して、卒業に必要な最終単位認定科目である薬学総合演習
Ⅳの試験日程は、個々の学生が、薬剤師国家試験に合格できる学力を養うための各種講習会を欠席せ
ず、授業に集中して出席できるスケジュールの配慮が必要と考えられた。満遍なく薬剤師国家試験対
策講習会に出席することが、模擬試験の成績の伸びにつながり、薬剤師国家試験合格につながると予
想された。また、取り上げた薬剤師国家試験に特化した講習会のみならず、日々、学んでいる薬剤師
国家試験に関連する授業においても、早い時期から薬剤師国家試験に対する準備を始め、十分な実力
をつけることが必要と考えられた。いずれの入試形態間においても、出口調査の成績に関して有意な
差が認められなかったことから、入学後の学生が早い時期から学習に励み、成績を伸ばす効果的な取
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り組みを実施することが、薬剤師国家試験の合格率上昇につながるものと推察された。 
また、経験上、授業への出席率の高い学生は成績も良いことから、今回取り上げた薬学部で運用さ
れている磁気カード式学生証を利用した出席管理システムを、薬学部以外の授業においても導入する
ことで、全学部の成績向上に寄与できる可能性も示された。 
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